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要 旨   

 

血小板減少症とは，血小板数が 15万個/μL以下，すなわち基準範囲（15万～40万/μL）

の下限以下に減少することである。多量飲酒に関連する血小板減少症の現象は、1960 年

代および 1970年代に関心を集め始めた。この現象は、当初、症例報告や少人数を対象と

した臨床研究で説明されていた。その後、その現象自体やアルコールによる血小板減少症

の意義が研究されるようになった。しかし、研究の客観的な結論を妨げる多くの方法論上

の困難に遭遇した。アルコール性血小板減少症のモデル病理学的メカニズムと、血小板の

構造と機能に対するアルコールの影響が説明された。さらに、飲酒をやめた人の血小板数

が急速に正常化する現象についても述べられた。アルコール使用の強度や発生と血小板

減少症の強度との関係が示された。アルコール離脱症候群の合併症の予測血小板数が証

明され算出された。アルコール離脱症候群における離脱発作や振戦せん妄の発生リスク

は、血小板数が 119,000/μL 以下になると有意に増加する。アルコール誘発性血小板減少

症という現象の本質を臨床現場で知ることにより、より合理的な判断が可能になる。入院

時に定期的に採取される血液検査の結果の重要性について、臨床家の注意を喚起する必

要がある。 

 

 


